






























































































































































































































































































































す。 “ghoti” の “gh” は “enough”の “gh” か
ら［f］の発音。 “ghoti” の “o” は “women”
という語の “o” の発音で、［ɪ］と読めます。 






























































































































































































































































　さて、情報科学部では 2009 年から 2011 年
までの２年間、文部科学省の教育 GP を取得し
た「高度情報処理技術者を目指す学習力の育
成」というプログラムに取り組んできました。
それに加え、2014・2015 年にはカリキュラ
ム改革を行い、新カリキュラムによる教育が
スタートしました。ここでは、それに伴って
始めた授業の工夫を紹介していきたいと思い
ます。
「ゆとり教育」と「用意され過ぎた教育」の
弊害
　情報科学部でも、知識がなかなか定着しない
という悩みを抱えていました。基礎知識の欠落
は、高学年次で学ぶ後段科目を学ぶための基礎
ができていないという深刻な問題につながりま
す。先ほど、川﨑先生からも積み上げが重要だ
というお話がありましたが、理系学部は特に低
学年次の前段科目で後段が決まってくるため、
積み上げがとりわけ重要で、基礎知識の不足は
致命傷になりかねません。同時に、中の上・中
クラスは同じことを教えた時に理解度が極端に
違い、扱いが非常に難しいという問題もありま
した。基礎知識の定着の悪さを、ある教員は
「すべてにおいてボンヤリとした理解をしてい
る」と表現していました。これでは後段科目へ
とスムーズに進むことができないため、必然的
に授業に対する満足度も上がってこないことに
なります。さらに困ったのは、理解不足のため、
どの科目をどう体系づけて学んだから知識が得
られたという達成感がないということです。そ
のため、時間割を組むにしても、この日を開け
たいからこの授業は取らないといった後ろ向き
の組み方をすることになってしまう。カリキュ
ラムというものは、ある体系を持って組んでい
るわけで、前段の知識なしに後段の科目を取っ
ても理解できるわけないため、さらに満足度が
下がってしまうという負のスパイラルに陥って
しまうことになるわけです。プログラミングの
試験を行っても、情報科学部なのでプログラミ
ングへの関心は高いと思われるかもしれません
が、合格ラインの 60％に到達しない学生が少
なくなかったのです。
　こうした状況を何とか打破しなければならな
いと教員同士で話し合った結果、導き出された
のは「この科目を何のために学ぶのかわかって
いない」学生が多いのではないかということで
した。特に、基礎科目は高学年で作成するCG
やさまざまなアプリケーション、ネットワーキ
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ングサービスなどとの関連がよく見えない授業
もあるので、よけいに学ぶ目的が理解できない
のではないかと。もう一つ考えられたのは、基
本概念を理解して、それを積み上げて何か問題
を解こうという姿勢ではなく、とりあえず覚え
ておこうという意識がかなり強いのではないか
ということでした。これは、ゆとり教育の弊害
ではないか、知識を“詰め込まない”を、“訓
練しない”と読み違えてしまった結果ではない
かと思われたのです。理系の基礎科目はトレー
ニング的要素が不可欠なため、これでは知識が
蓄積されていきません。さらに、“用意され過
ぎた教育”ということも問題になりました。最
近の小中高校では先生がプリントを用意し、そ
れをノートに張り付けて、そこに先生の話した
内容を書き込むというスタイルが取られている
ケースが多くなっています。プリントをもらっ
てそこに何かを埋めたことでわかったように気
になってしまい、自分で基礎から理解して知識
を積み上げていくプロセスが欠如しているため
に、理解が進まないのではないかということで
した。
カリキュラムマップと基礎力認定試験の
導入
　このような学生の現状に対応するため、情報
科学部では、まず学ぶ意義を理解させるために
体系的なカリキュラムマップを作成しました。
また、知識の定着を図るトレーニングとして
「基礎力認定試験」を導入することにしました。
また、授業についても、情報科学部だから情報
機器を駆使していると思われがちですが、私の
授業ではあえてノートを取らせるようにしてい
ます。資料も配らないし、レジュメも渡しませ
ん。この作業を怠ると、自分のなかで習ったこ
と、覚えたことを消化して理解するというプロ
セスが回らなくなるからです。
　さて、基礎力認定試験ですが、この学部にこ
こ10年間に着任した教員が中心になって取り
組んでいるものです。先ほどお話した教育GP
が2009-2011年度まで行われたわけですが、情
報科学部では学生サポートのピアサポートシ
ステムをずっと走らせていて、今日話すMTと
いう試験はこの取り組みの中で出てきたもの
です。当初はMRと呼んでいましたが、最近は
MT（マスタリーテスト）と呼んでいます。目
的は、各々の科目で最低限身に付けるべき内容
をしっかり理解し、知識の定着を図ることにあ
ります。合格点は高めに設定し、標準の６割
ではなく、85-90％得点できなければ次に進め
ないようにしています。ぼんやりわかっている
だけでは、とても合格点は取れません。この試
験を行ったことで、期末試験ではある程度レベ
ルの高い問題を出せるようになりました。ただ、
このような試験を導入するには学部レベルのサ
ポートが必要です。情報科学部では、FDとい
う時間を設けて、ここに認定試験を組み入れた
り、個別の学生指導に充てたりしています。
　試験を導入するには、当然のことながら授業
計画を練り直す必要があります。試験前までに
は、これだけは理解しておいてほしいという内
容をすべて終えていなければなりませんし、試
験終了後は速やかに結果を出さないといけませ
ん。スタートした年は紙で行っていたのですが、
教員だけでなく、院生のTAをフルに動員して
も、採点結果を出したり、各設問の理解度を測
るために統計を取ったりするのに相当な時間が
かかる。そこで、翌年から授業支援システム
を使用することにしました。現在は、Moodle
というCMSを学部で運用しており、それを活
用して試験を実施しています。これだと、採点
が自動で行えるうえ、統計もすぐに取れるので、
負担はかなり軽減されました。想定される欠点
としては、まず今時の学生はSNSやPCが使え
るし、いろいろな参照ができてしまうのでそこ
をどう守るか。ここは我々専門なのでどうにか
しようと。もう一つは、選択式のテストにして
本当に理解が測れるのか懸念したが、いろいろ
なレベルの問題を用意したうえでWebテスト
をやって似た傾向の結果が出ることを確認した
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のであまり困っていません。選択肢の中に正し
いものがないという答えを含めておいて、それ
が本当に答えになるものをたまに入れておくと、
学生が本当に理解しなければ正答が導き出せな
いので、紙ペーパーテストと大差ない結果を得
ることができました。その後、プログラムの自
動採点システムを採り入れたりもしています。
　小金井の情報センターの端末はネットブート
といって、起動サーバからすべてブートするよ
うになっています。そこに試験用のOSイメー
ジを用意してあって、このイメージには特定の
サーバしかアクセスできない、特定のアプリ
ケーションしか動かないという設定がかけてあ
ります。そのために、例えばマトラボやマセマ
を使って試験をやりたいという先生がいらっ
しゃったら、それを入れそれだけ動くようなイ
メージも用意してあります。
　この試験は、一番多い時は５科目くらいやっ
ていましたが、今は１年生通期で４科目、２
年生が１科目くらいで落ち着いています。現
在は、MTの試験だけで合格レベルと認定し
ないことにしています。というのも、MTに
合格したらもう勉強しないという学生も見ら
れるからです。期末試験と連携したり、試験
回数を多様化したりするなど、さまざまな形
のアプローチをすることで、多面的に学生の
知識の定着度を測り、知識の抜け落ちがない
ように配慮しています。
司会
　すべてにおいて「ぼんやりとした理解」とい
うのは、教員として非常に心苦しいところだと
思います。その原因として、私も普段思ってい
ることですが、廣津先生が御指摘された「用意
され過ぎた教育」というのは現在、さまざまな
高等教育現場で問題になっていることの一つだ
と思います。こうした状況を踏まえての情報科
学部のお話はとても参考になりました。廣津先
生、有難うございました。
